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1. はじめに 

変形性膝関節症の症状のひとつにラテラルスラストがあ

る．ラテラルスラストは，歩行時に膝関節が外側へ横揺れす

る現象である．初期のラテラルスラストは極めて微小であり，

また正確な定義づけがされておらず，医師であっても発見

が難しいとされている[1]．こうした状況から，ラテラルスラスト

を早期に発見する取り組みが行われているが，これらのほ

とんどは患者にデバイスを装着するものであり，計測の制約

が大きく，そのため早期発見には向かない[2]． 

2. 提案手法 

著者らは，ラテラルスラストを患者に負担の少ないカメラ 1

台のみから早期に発見することを目指している．そのため

に我々は，ラテラルスラストの微小な動きに対して，Video 

Magnification[3]（以降本稿では Magnification と呼ぶ）によ

る拡大表示を行う． 

ただし，Magnification においては以下の 2 つの特性を両

立させる必要がある．第1に，目視では確認しにくい膝の微

小な動きの拡大である．これにより専門的な知見を持たずと

も，膝の動きが確認しやすくなる．第 2 に，歩容全体の見や

すさである．膝の動きが拡大されたことに伴って歩容全体

が違和感のあるものになってしまうと適切な診断を阻害する

可能性がある． 

以上の 2 つの特性を実現するために本研究では図 1 に

示す処理を提案する．第 1 の処理として歩行映像全体に対

して Magnification 処理[3]を適用する．次に，歩行映像に

対して，OpenPose [4]を用いて膝関節位置の検出を行う．

最 後 に 検 出 さ れ た 膝 関 節 の 位 置 に 合 わ せ て ，

Magnification 映像と元映像とをブレンディングする． 

3. 実験 

提案手法の有用性を評価するために評価実験を行った．

評価実験では，以下の 2 点について確認を行った．第 1 に

ラテラルスラストが適切に強調されていること．第 2 にラテラ

ルスラストの症状を持たない被験者の動きに違和感を加え

ていないことである．スペースの関係上，前者の例のみを

図 2 に示す．現在，3 名のラテラルスラストの症状を有する

被験者，および 2 名の健常歩行者について Magnification

を行ったが，適切な Magnification が行われていることが確

認できた．なお，1 歩行（約 7 秒）あたりの処理時間は 663

秒程度であった． 

なお，早期診断に対する効果は未検証であり今後検討

を継続したいと考えている． 

4. まとめ 

本研究では，ラテラルスラストの早期発見に向けた，映像

のみで実現可能な手法として Magnification による手法を提

案した．提案手法は，第 1 に微小な動きの拡大による診断

のしやすさの向上，第 2 に，患者のリハビリへの効果を狙っ

ている．歩行に対して適切なＭａｇｎｉｆｉｃａｔｉｏｎが確認できた

ため，今後上記目標について検証をしていきたい． 
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図 1 提案手法の流れ 

 
図 2 ラテラルスラストの症状を呈する被験者の歩行の様子 
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